
○大腸がんは、罹患数（男性：57,078人、女性：40,977
人）、死亡者数（男性：23,592人、女性：19,762人）と我
が国に多いがんであり、特に働き盛りの40歳代後半
から罹患者数、死亡者数ともに増加している。

○大腸がんの治癒率は７割、早期であれば100％近く

完治するが、無症状の早期に発見することが必要不
可欠であり、がん検診が重要。

○しかしながら、「面倒」、「時間がない」、「受診場所ま
で遠い」といった理由などにより、受診されない状況。

働く世代への大腸がん検診推進事業

市区町村が大腸がん検査キットを一定の年齢の者に直接送付することにより、がん検診の重要性を理解してい
ただくとともに、自宅に居ながらがん検診を受診可能とする体制を構築し、ニーズに即した効果で質の高い社会保
障サービスが利用できるために必要な経費

事業概要

背景

○大腸がん検査キットを対象者に直接送付することに
より、自宅に居ながら検査が可能。

○がん検診の受診率が向上し、早期発見・早期治療が
図られる。

○早期治療による治癒、早期の職場復帰が可能。

○多くの働き盛りの方に対する大腸がんによる死亡リ
スクの軽減が図られる。

○事業の対象である節目年齢の方については、大腸
がん検診受診率５０％の達成が期待できる。

期待される効果

事業内容（イメージ）

○検診対象者の調査、検査機関との調整
○大腸がん検査キットを個人宅へ配布・回収
○検査依頼・費用の支払
○検査結果の通知

○大腸がん検査キットによる検査
○市区町村に費用請求

○自宅において、大腸がん検査を実施
○検診対象者

４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳
男性：約４２１万人
女性：約４１９万人

国

市区町村

検診対象者検査機関

①検査キット送付②検査キット回収③検査依頼
⑤支払

④検査結果
費用請求

⑥補助申請・請求 ⑦補助金交付

○がん検診の実施

検診機関
がん検診を受診する場合、市区町村又は市区町
村の契約する医療機関に赴く必要があるが、「面
倒」、「時間がない」、「遠い」といった理由により、
受診されない。

現状

○「元気な日本復活特別枠」
マニフェスト施策、国民生活の安定・安全

政策との関連
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